
 

2021年 
３月 1７日 
第 156号 
日本共産党 
佐伯支部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑相談の予約は 

大畑美紀 
74-2310 

  

ル
ー
プ
・建
設
グ
ル
ー
プ
） 

ま
だ
検
討
中
や
調

査
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
わ
か
っ
て

い
る
も
の
の
み
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

直
接
本
人
に
お
伝
え
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を 

無
料
生
活
・
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
４
時
〜 

改
善
要
望
箇
所
に
つ
い
て
市
に
申
し
入
れ
交
渉 

▼
廿
日
市
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
善
要
望
が
具
体
的
に
書

か
れ
て
い
た
箇
所
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
、
市
担
当

課
に
要
望
し
ま
し
た
。
（佐
伯
支
所
地
域
づ
く
り
グ

佐伯支所で支所長、担当課長・職員 
と大畑市議 

 

  

西部地区事務所 
37－ 0171

 

３月議会報告 
２月15日～3月15日 

全会計総額 891 億 4 千万円 

前年度比 3,4％減 

補正予算、新年度当初予算の概

要については、次号でお知らせ

します。 

こ
と
で
す
。
使
途
を
観
光
目

的
に
限
ら
な
い
普
通
税
で
す
。 

議
員
か
ら
普
通
税
で
な
く

目
的
税
に
す
べ
き
な
ど
と
し

た
修
正
案
が
出
さ
れ
、
賛
成

少
数
（
林
・
山
田
・
藤
田
・

角
田
議
員
）
で
否
決
。 

原
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
反
対
は
６
人

（
大
畑
・
角
田
・
藤
田
・
山

田
・
林
・
荻
村
議
員
） 

大
畑
議
員
は
「
日
本
共
産

党
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

賛
成
が
多
い
が
、
宮
島
の
住

民
か
ら
複
数
の
強
い
反
対
の

声
が
あ
っ
た
。
市
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
反
対
意

見
が
あ
り
、
納
得
が
得
ら
れ

て
お
ら
ず
再
検
討
す
べ
き
」

と
討
論
し
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
予
算 

市は、県内水道一元化をめざして設立する「企業団設

立準備協議会」に参画することを明らかにしました。広

域連携への参画の最終判断は令和 4 年としていますが、

参画を前提とした報告でした。計画にある佐伯地域への

県用水管路整備は、宮内から佐伯に向かって敷設、複数

のポンプ場を作り、明石辺りの調整池から自然流下で佐

伯地域に配水する予定です。大畑議員は、佐伯地域の水

道を県用水に変えず、自己水源を守るよう求めています。 

議員全員協議会 

宮
島
訪
問
税
は
、
「
観
光

客
に
よ
り
増
幅
す
る
行
政

需
要
に
対
応
す
る
た
め
」、

宮
島
に
入
域
す
る
者
に
１

０
０
円
課
税
（
船
賃
に
上
乗

せ
）
す
る
も
の
で
す
。
宮
島

へ
入
域
す
る
こ
と
が
「
生
活

と
一
体
と
な
っ
て
い
る
」
宮

島
の
住
民
や
、
宮
島
へ
の
通

勤
通
学
者
は
非
課
税
で
す
。 

ま
た
、
小
学
生
以
下
や
障

害
者
手
帳
所
持
者
、
学
校
行

事
な
ど
免
除
規
定
が
あ
り

ま
す
。
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
な
ど
で
頻
繁
に
訪
れ
る

人
は
、
５
０
０
円
の
年
払
い

制
度
が
あ
り
ま
す
。
実
施
時

期
は
「
コ
ロ
ナ
の
収
束
状
況

や
観
光
客
数
の
回
復
状
況

な
ど
見
な
が
ら
判
断
」
と
の

佐伯地域の水道は？ 

宮島訪問税条例可決 
普通税→目的税に の修正案は否決 

大畑美紀議員 

要望津田中央やマックスバリュ前 30 号線の歩道が狭くて危ない。
（県道 30号線の歩道整備要望は複数ありました。） 
Ａ、これまでは、県に津田地区商店会周辺の「路肩改良による歩行者の安全

性向上等」を行っていただいており、現在は友田岩組地区の歩道リニューア

ル整備に取り組んでいただいております。 
 
要望スポーツー公園入口に右折レーンを。 

A、 広島県へ、市からも右折レーン設置要望を行っているところですが、
引き続き要望をしてまいります。 

 

要望台風時など避難路が倒木で避難困難なこともある。スポーツ公園

や佐伯中学は避難所にできないのか。 
A、 佐伯中学校及びスポーツ公園は、土砂災害警戒区域（イエローゾー
ン）内にあるため、台風時など土砂災害が発生する恐れがある際の

指定緊急避難場所としては指定していません。 

また、佐伯総合スポーツ公園については、食糧及び生活必需品な

どの物資の集積拠点としているため、土砂災害以外の災害時におい

ても指定緊急避難場所として指定していません。 

避難する際は、市が開放する避難場所だけに限らず、安全な場所

にある親戚や知人宅なども検討いただきますようお願いします。 
 

要望友和市民センター前の横断歩道が、ＪＡ友和支店の駐車場にかか

るようになっているので、動かせないか。 
A、 横断歩道の移動要望は、場合によっては横断歩道がなくなってしまう
ケースもありますので、地域で十分な話し合いをお願いします。 
 

要望 道路が暗いので街灯を増やしてほしい。（具体的な箇所の記述あり） 

A、 道路照明は、道路交通の安全を図るために、国の設置基準をもとに  

  設置をしています。一般的には、国道等は連続的に照明を行います

が、その他の道路は、局部的に横断歩道や、信号交差点等に必要に応

じて設置を行うことになっています。 

したがって、横断歩道や信号交差点以外で明かりを求められる場合 

は、市の補助金制度を活用して町内会で防犯灯を設置していただく方 

法もあります。 

 

▽カーブミラーの設置・改善要望が複数寄せられています。回答は

次号以降でお知らせします。 

また、県事業にかかわる事項など、市で回答することが難しいも

のもあります。 

佐
伯
民
報 

Ａ、は市の回答です 



 

者
」
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
補
助
。  

公
立
保
育
園
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
移
行
に
よ
り
、
正
規
職
員

以
外
の
職
員
の
処
遇
改
善
を
行
っ
て

い
る
。
代
替
職
員
配
置
な
ど
負
担
軽

減
を
図
り
適
切
に
運
営
し
て
お
り
、

基
準
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。 

民
間
保
育
園
で
は
事
務
職
員
の
各

園
へ
の
配
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
て

い
る
。
公
立
保
育
園
で
は
、
平
成
31

年
度
か
ら
一
部
で
事
務
補
助
の
会
計

年
度
職
員
を
配
置
。
来
年
度
以
降
追

加
の
配
置
を
予
定
。
一
部
保
育
園
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
負
担
軽
減
を
図
る
。 

②
令
和
２
年
４
月
、
待
機
児
童
０
人
、

大
畑 

①
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

配
置
基
準
見
直
し
、
事
務
職
員
配
置

が
必
要
。
無
期
雇
用
保
育
士
の
採
用

増
を
。 

②
全
国
調
査
で
は
、
潜
在
的
待
機
児
童

の
う
ち
「
特
定
の
保
育
所
の
み
希
望
」

が
62
％
で
あ
る
。
本
市
の
状
況
は
。 

③
「
官
か
ら
民
へ
」
の
見
直
し
要
求

が
高
ま
っ
て
い
る
。
保
育
園
再
編
構

想
の
後
期
計
画
で
は
民
間
移
管
を
進

め
る
こ
と
は
や
め
る
べ
き
で
は
。 

 

答
弁 

①
民
間
保
育
園
の
給
与
水
準

は
依
然
と
し
て
低
く
、
市
独
自
で
「
が

ん
ば
る
保
育
士
応
援
金
」
を
支
給
。

ま
た
、「
保
育
支
援
者
」「
保
育
補
助

保
育
士
の
待
遇
改
善
と
配
置
基
準
引
き
上
げ
を 

保
育
施
策
の
充
実 

大
畑 
①
市
内
業
者
の
実
態
調
査

を
。
非
正
規
雇
用
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
、
文
化
芸
術
関
係
者
、
学
生
な

ど
へ
の
直
接
支
援
も
含
め
市
独
自

の
支
援
策
の
拡
充
、
創
設
を
。 

① 

市
内
医
療
機
関
の
現
状
と
財 

政
支
援
の
状
況
は
。 

② 

人
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ
な 

い
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
育
・

教
育
な
ど
の
関
係
者
に
市
の
責
任

で
自
己
負
担
な
く
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。 

 

答
弁 

①
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
１
，
９
１
２
業
者
が
回
答
）、
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
22
事
業
者
と
商
工
会
議
所

な
ど
）
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
業
者

が
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
ニ
ー
ズ

が
高
い
。
各
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
個
別
支
援
に
取
り
組
む
。
文
化

芸
術
活
動
へ
の
支
援
は
、
芸
術
文
化

事
業
団
で
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
を
行
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
制
度
の
周

知
な
ど
、
き
め
細
か
く
対
応
し
た

い
。
大
学
生
に
は
市
の
臨
時
的
業
務

等
に
従
事
し
て
も
ら
っ
た
が
、
今
後

も
広
く
ア
ル
バ
イ
ト
機
会
の
提
供

に
努
め
た
い
。
生
活
困
窮
者
へ
は
臨

時
相
談
窓
口
を
毎
週
土
曜
日
に
開
設
。 

②
昨
年
の
春
か
ら
秋
口
に
か
け
て
、

受
信
者
が
減
少
し
、
特
に
小
児
科
や

耳
鼻
科
で
顕
著
。
現
在
は
回
復
傾
向

に
あ
る
。
国
の
財
政
支
援
は
順
次
拡

充
。
市
で
は
、「
診
療
所
等
感
染
拡

大
防
止
事
業
補
助
金
」
に
よ
り
、
動

線
確
保
や
感
染
防
止
機
器
整
備
等

に
財
政
支
援
を
し
て
い
る
。 

③ 

県
内
５
か
所
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査 

セ
ン
タ
ー
で
も
対
象
者
に
は
検
査

を
実
施
。
県
内
の
高
齢
者
・
障
害
者

の
入
所
施
設
で
は
月
１
〜
２
回
、
関

係
者
へ
の
検
査
を
行
い
、
医
療
・
介

護
の
関
係
者
に
対
し
て
は
検
査
体

制
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

 
市
独
自
の
支
援
策
拡
充
・
創
設
を 

保育士配置基準 
仏パリ市 
3歳以上最大15人に保育士1人 

スウェ―デン ストックホルム市
6人に1人以上 ４・５歳児クラスの

最適人数上限18人 
園庭（屋外施設）基準 
仏パリ市 
子ども一人当たり6.67㎡（園庭及び

保育室専用の庭、テラスなど） 

 

大
畑 

（
仮
称
）
広
島
西
ウ
イ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て
、
環
境

影
響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
が
行
わ

れ
て
い
る
（
１
月
26
日
〜
２
月
25

日
）
こ
れ
ま
で
、
生
態
系
や
健
康
へ

の
影
響
を
中
心
に
問
題
点
を
指
摘

し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
問
う
。 

①
事
業
予
定
地
の
土
地
所
有
の
状

況
は
。
保
安
林
は
あ
る
か
。
地
権
者

と
事
業
者
の
契
約
は
ど
う
な
る
の

か
。
風
車
撤
去
や
原
状
復
帰
が
事
業

者
に
よ
っ
て
適
切
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
、
地
権
者
や
地
元
自
治
体
の
負

担
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。 

②
計
画
予
定
地
に
は
土
石
流
発
生

危
険
箇
所
が
５
３
１
箇
所
、
う
ち
吉

和
は
１
６
０
箇
所
あ
り
、
近
く
に
活

断
層
の
筒
賀
断
層
が
あ
る
。
広
島
県

は
全
国
で
最
も
土
砂
災
害
危
険
箇

所
が
多
く
、
過
去
に
大
災
害
を
経
験

し
、
近
年
も
自
然
災
害
が
増
加
。
地

震
や
豪
雨
な
ど
の
影
響
を
考
え
れ

ば
、
当
地
の
開
発
は
極
め
て
危
険
で

あ
る
。
事
業
中
止
を
求
め
る
べ
き
だ
。 

 

答
弁 

①
対
象
区
域
の
多
く
は
国
有

林
と
個
人
所
有
林
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。
保
安
林

は
対
象
区
域
内
に
広
く
分
布
し
て
お

り
、
経
産
大
臣
の
意
見
書
で
も
、
土

砂
崩
落
又
は
流
出
の
可
能
性
の
高
い

箇
所
の
改
変
を
回
避
す
る
よ
う
意
見

さ
れ
て
い
る
。
契
約
は
、
風
車
発
電

事
業
の
場
合
、
通
常
は
地
上
権
設
定

や
賃
貸
借
契
約
が
多
い
よ
う
だ
。
契

約
に
は
原
状
復
帰
条
項
を
盛
り
込
む

こ
と
が
一
般
的
で
、
地
権
者
や
地
元

自
治
体
に
は
廃
棄
費
用
の
負
担
は
生

じ
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

②
自
然
災
害
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
調

査
、
検
討
の
結
果
を
注
視
し
た
い
。 

 
 土砂

災
害
を
誘
発 

開
発
は
極
め
て
危
険 

潜
在
的
待
機
児
童
40
人
で
あ
る
。

令
和
２
年
10
月
、
待
機
児
童
40

人
、
潜
在
的
待
機
児
童
66
人
で
あ

り
、
潜
在
的
待
機
児
童
の
う
ち
、「
特

定
の
保
育
園
の
み
希
望
し
て
い
る

者
」
は
21
人
で
あ
る
。 

③
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
に
業
務

を
執
行
し
、
後
期
実
施
計
画
の
策
定

作
業
は
半
年
〜
１
年
延
長
を
予
定
。

将
来
児
童
数
、
需
要
見
込
み
、
公
立

保
育
園
の
役
割
な
ど
総
合
的
に
検

討
し
て
策
定
す
る
。
官
民
協
働
で

「
保
育
の
質
の
向
上
」
を
目
指
す
計

画
と
し
た
い
。 

 

感
染
封
じ
込
め
に
は
大
規
模
検
査
が
必
用 

３
月
16
日
参
院
予
算
委
員
会 

公
聴
会 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
分
科
会
の
尾
身
会
長
は

意
見
陳
述
で
「
高
齢
者
施
設
だ
け
で
な
く
福
祉
・
医
療
施
設

で
も
社
会
的
検
査
を
定
期
的
に
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
１

日
10
万
件
規
模
に
広
げ
る
べ
き
」「
変
異
株
の
確
認
は
国
が

意
志
を
持
て
ば
技
術
的
に
は
可
能
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

保育士配置基準 
0歳児…3人に保育士1人 

1・2歳児…6人に保育士1人 

3歳児…20人に保育士１人 

4歳児…30人に保育士1人 
（廿日市市では３歳児クラス
15人に保育士 1人配置） 

園庭基準 
 子ども一人当たり 3，3 ㎡（近
隣に公園等代替施設があれば

園庭の設置義務なし） 

規準比較 日本 

ナ
ラ
枯
れ
も
地
盤
を
弱
く
す
る 

 

地
質
学
の
専
門
家
か
ら
は
広
島
県
に
対

し
「
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
自
然
破
壊
と
災

害
を
も
た
ら
す
最
悪
の
事
業
と
言
え
ま
す
」

と
、
事
業
認
可
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
意
見

書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

同
専
門
家
は
、「
マ
ツ
枯
れ
や
ナ
ラ
枯
れ

で
根
の
部
分
が
腐
る
と
空
洞
が
で
き
、
雨
や

雪
、
凍
結
な
ど
に
よ
り
、
崩
壊
し
や
す
い
山

に
な
る
」
こ
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

保育園へ事務補助職員 
 
現在は原・池田保育園に配置（かけもち） 
令和3年度は、佐方・宮内・宮園・地

御前・阿品東・阿品西・妹背・梅原保育
園へも配置予定です。 
園長、副園長が行っている事務や電話

対応の負担軽減が図られます。 
 

廿日市市では 

対象施設16か所 

（高齢者施設13 

障害者施設３） 

大畑美紀議員の一般質問 佐伯民報№156 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応 

大
規
模
風
力
発
電
所
計
画 


